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巻頭図版



序

深谷市の北半には肥沃な妻沼低地が広がり、そこで栽培される作物は、毎年盟か

な実りを私達にもたらしてくれます。現任は深谷葱が有名となり、全国各地に出荷

されていますが、この地に迫跡が最も多くなる古墳時代から平安時代にかけては、

主な作物は稲で、 一面に水田が広がっていたと思われます。宮城県にある多賀城跡

からは、幡羅郡から米が送られていたことを示す木簡が出土しており、幡羅郡を主

とする妻沼低地が、穀倉地帯であったことを窺わせます。

今回調査された森下迫跡からは、小規模な集落跡と、その周りから用水路や水田

の跡が出土しました。肥沃ではあるものの、乾くと非常に硬い粘土質の土壌を耕す

のは当時の農民にとって容易なことではなかったでしょう。そうして妻沼低地で

実った米の一部は、律令時代には榛沢郡街や幡羅郡街に運ばれ、倉に納められまし

た。近年その両郡街跡が調査され、実態が徐々に明らかになりつつあります。しか

し、農業を基盤とした地方の末端の一つであった森下集落は、郡街跡からは分から

ない地方の姿を示しているのではないでしょうか。

現在、深谷市には縄文時代から近現代までの様々な逍跡が残されております。こ

うした遺跡は、一度消滅すると二度と見ることのできないものであり、これを保護

し、後世に伝えていくことは私たちの大きな課題であります。今回の発掘調査の成

果を報告告というかたちにまとめ、広く市民の皆様にご紹介することで、郷土の歴

史の古さやその優れた文化について、ご理解を深めていただきたいと存じます。ま

た、この報告聾が学術研究はもとより、学校、社会教育などの生涯学習活動を通じ

て、皆様が歴史を考えるための資料として役立てば、望外の喜びであります。

最後に、今回の発掘調査および報告書作成にあたり深いご理解とご協力をいただ

きました関係者の皆様に心から感謝し、お礼を申し上げまして序にかえさせていた

だきます。

平成17年 1月

深谷市教育委員会

教育長 胄木秀夫



例 口

1. 本付は、埼玉県深谷市大字上敷免字本田856-1他における、消防本部庁舎建設工事に伴う遺跡

発掘調査報告書である。事業名は、森下遺跡発掘調査とした。

2. 確認調査は、国廊補助事業で行った。また、発掘調査は、深谷市教育委員会が主体となって実

施し、調査費用については深谷市 ・岡部町 共同事務組合が負担した。

3. 発掘調査期間は、平成14年II月5日から平成15年3月12日までである。

4. 発掘調査及び出土遺物の整理、報告術の執箪は知久裕昭が担当した。

5. 本也に掲載した挿図類の縮尺は、原則として次の通りである。

遺構 住居跡 ・ 掘立柱建物跡 ・ 柵列跡 • 井戸・t堀 1/60、溝 ・ 道路蹄 • 水田跨 1 /300 

狙物 土師器 ・ 須恵器 ・ 陶磁器 1 /4、縄文土器 ・ 弥生士器 • 石器 1/3

6. 辿物の実測図は、遠元焔焼成の須恵器の断面を黒塗りで表現した。

7. 辿物観察表の記載は以下の通りである。

・ 計測値の単位はcmである。

・器径、器高で（）を付したものは推定値を表す。

・種別は土師器をH、還元焔焼成の須恵器をS、酸化焔焼成の須恵器をHSとした。

．胎土は、肉眼で確認できた範囲での含有物を、以下のアルファペットで表した。

A・.. 白色粒子、 B・・赤色粒子、 C…黒色粒子、 o.. , 石英、 E…角閃石、 F... 片岩、

G…白色針状物質、 H…砂礫

8. 遺跡の基準点測凪及び航空栂影は、中央航業株式会社に委託した。

9. 迫跡原点は、国家方眼座標X=23320. 000、Y=-190IO. 000である。また、各遺構図におけ

る方位指示は、全て座標北を示している。

10. 遺物の注記、及び原図における追稿の略号は、次の通りである。

竪穴住居跡...s J、掘立柱建物跡...5 B、柵列跨…SA、溝・・・ SD、道路跡・・・SR、

井戸...SE、土堀..5 K 

11. 発掘調査及び報告苫の作成にあたっては、次の諸氏から数々のご指尊ご助言を賜った。

古池晋禄 澤出晃越 竹野谷俊夫 鳥羽政之 永井智教 平田重之

宮本直樹 （敬称略）



発掘調査の組織
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I 発掘調査の経過

ー 発掘調査に至る経過

深谷市は、埼天県北部に位i沿する、総面栢69.-!km'. 

人口約104.500人の都市である。当地は農菜、工業とも

に盛んで、古くから深谷ネギの産地としても有名であ

る・歴史的に見ても、縄文 ・弥生時代をはじめ、古項

時代～平安時代、深谷上杉氏の拠点であった室町 ・戦

国時代、宿均町として栄えた江戸時代．そして近 ・現

代まで多くの遺跡、文化財が残され、非常に頂要な七

地であったことが窺える。近代日本経済界を築いた渋

沢栄一の生地としても良く知られる。

森下遺跡は、 JR深谷駅より北へ約2.-lm、去沼低地

に立地する．襟高は約3,1m、遺跡の範囲は約83.000面

と推定される。これまでに埼玉県埋滋文化財調査事業

団によって調杏が行われ．中央の在地を挟み、集落が

遣跡の東西両端に位骰することが確認されている• 県

の調究では、東端の地点から古墳時代中期の住居跡8

軒、奈良・ 平安時代の掘立柱建物跡3棟、埋甕2基．

中世の井戸跡l基．土塙22基、巾近世の溝4条等．今

回の調査区に近い西燐の地点から、奈良 • 平安時代の

住居蹄4軒．掘立柱建物蹄1,1棟、またその他に溝4条．

十城10甚等が出土している。中間の地点からは、水田

跡の可能性がある追構が検出されている。

そのため、深谷市教育委n会では、森下遺跡周辺の
広い範囲を取要な埋滋文化財包蔵地であると考え、“

前調査等を行ってきた。

平成13年10月．森下遣跡地内の深谷市大字上敷免字

本田856-1他で梢防本部庁舎建設工市の実施が明らかと

なった． 深谷市教育委只会は開発側の深谷市 • 岡部町

共同平務組合との協議を経て．平成14年6月17日-21

Rに当該地の確認調査を実施した．閾査の結果、工事

予定地の大部分で、溝跡や土師器等が検出された．こ

の結果を踏まえ．現状保{f.或いは発掘調査の実施につ

いて．市教育委且会と深谷rfj. 岡部町共同下務組合と

で協議を行い現状保存が不可能と息われる部分につ

いて、市教育委目会が主体となって発掘調査を実施す

ることで合意した．

市教育委員会は直ちに、文化財保憑法第58条の2の

規定に品づき、埋蔵文化財発掘潤杏通知（平成1今1年ll

月7日付深教生発第845号）を提出し。準仰に入った。

なお、埼宝屎教百委U会教行長から、平成11年II月

20日付教文第3-727号で指示通知を受けた•

2 発掘調査の経過

平成I ~年度に行われた、森下遺跡発掘調究の経過は｀

慨ね以下の通りである。

11月8日（金） -12月I8 LI (水） 大上剥ぎ。

II月11日（月） 器材搬入．

II月8円（金） ...... 3月10日（月） 遺構確認、遺構調

企 写真撮影、図面測泣。

3月12D(水） 補足調立．器材撤収．

戯杏は寒凪吹きすさぶ中行われた。瀾企面積は約

8. OOOrnである。表沼低地の土壌は粘質上のため．乾<

と硬い上壌であることが予息されていたがそれに加

えて、潤査区束部の自然堤防と考えられる地点では、

地山や覆土に砂碑が多く含まれていたため、調査には

困雌が伴った．しかし｀住届跨や掘立柱述物跡の他に

多数の溝蹄が確認され、集落と周辺に広がる泉観の一

端を示すことができたことは大きな成果であると考え

られる．

今回の発掘調査を行うにあたり、深いご理解とご協

力をいただいた方々をはじめ、この文化遺産を記探保

存し、後世に伝える作業のためにご協）Jいただいた全

ての方々に敬店を表する。
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II 深谷市の地理的環境と周辺遺跡の様相

深谷市の地形を慨観すると、市のほぼ中央部を東西

に走る JR高崎線付近を税として、南側に櫛挽台地が

広がり北側には衷沼低地が形成されている。櫛挽台地

は荒川によって作られた古い悶状地が没食されてでき

た沖積台地で、寄居付近を頂部としている.;J沼低地

は、利根川の自然堤防及び沖積低地であり、加須低地

と並び利根川の中流低地の一つに数えられる．

櫛挽台地は構造的には、北西側の武蔵野面に比定さ

れる櫛挽面（梱挽段丘）と、南束側の立川面に比定さ

れる寄居面（御稜威ヶ原段丘）とで段丘状に形成され

ている。櫛挽面はほぽJRiOi崎線沿いの穫線で比高発5

-1omをもって妻沼低地と接しているが、寄居面は高崎

線より北へI.5-1. 8mほど延びていて、比窃追2-5

mをもって妻沼低地と接している。接線付近でのほ面

は櫛挽面が10-50m.寄居面が32-36m、.JJ沼低地が

30-3Jmである。櫛挽面は標高70m付近より発する上

店沢）II、押切川、戸田川、店沢川等が北流していて、

櫛挽而北端部は南北に台地を1Jll析する浅い谷が発達し

たものと考えられるか発掘潤究で埋没谷が検出される

ことも多い。また、木端には所謂先端湧水と認められ

る池等もある。寄居面にはこうした谷筋はほとんど認

められず、安沼低地と接する台地末端部を除き、水利

上は生活に不向きだったと考えられる．

長沼低地は．利根川右lやに広がる肥沃な低地である．

南は熊谷市付近を境として秩父山塊に連なる丘陵や台

地と大宮台地に挟まれた荒川低地に続き、東は加須低

地に接する。妻沼低地の南端に櫛挽面、東に寄居面を

控える一阿に深谷巾の中心部があり、周辺では住宅地

が増加している。妻沼低地は現在ではかなり平坦であ

るが．利根川の氾濫や流路の変遷等により、自然堤防

が発達したものと考えられる。

深谷市内では、 la石器時代の遣跡はほとんど確認さ

れておらず．幡羅遺跡でナイフ形石器が1点出土した

のみである。縄文時代では、東方城蹄で草創期の可能

性がある尖頭器が出士している。共に櫛挽台地の先端

部に位磁していなまた、それらより南西に位必‘する

小台遺跡からは、早期押型文土器や前期黒浜式土器、

諸隈式上器の破片が出上している• 黒浜式上器は..a 
沼低地未端部に位沢する深谷城跡からも出七しており、

該期には生活城が拡大していることが考えられなま

た、小台遺跡に隣接する割山遺跡からも緒磯a式土器

が多く出上することが知られている。

縄文中期、特に後半になると泊跡は増大する。中で

も小台遺跡は、多れの七器や石器を包含する埋没谷を

中心に住居や士墟群が展llllし、集落の規揆はこれまで

市内で確認された中で最大のものであな遺構は中期

中菓～後期前薬までのものがこれまでに検Iiiされてい

る。小台遺跡と時期的に瓜なる遺跡は数多く、小河川

を挟んで小集落が多数分布していたか、集落が移動し

ていたものと思われる．

純文後 ・晩期になると、縄文人の生活域の中心は櫛

挽台地から衷沼低地へと移っていく。明戸束遺跡では

後期初頭の住居跡．上敷免北遺跨では後期後葉の遺物

包含層が検出される等している• そして16の上敷免遺

蹄では、包含府から在地の後 ・晩期の資料に混じり、

東海系条痕文土器が検出されたり、埼玉県では初の遠

賀川系の壷が検lHされる等、他地域との交流を芳えさ

せられる。また遺構が険出されなくても．妻沼低地に

ある遺跡を調査すると、ほとんどの場合に縄文後期の

t器片が検出される状況である．

弥生時代に入ると、上敷免遺跡で巾期の再昇砧と、

若干時期が下る住居跡が同一の自然堤防 Kに確認され．

弥生時代の集落のあり方を存えるKで注目される。弥

生時代後期から古慎時代中期の遺跡の分布状況は明確

ではないが、古墳時代前・ 中期の遺跡は位近調査例が

増加している．

古坦時代後期前半になると遺跡数は爆発的に増加し、

妻沼低地の自然堤防 L:に大規揆な集落が営まれる。ま
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第 1図 森下迫跡及び周辺の遺跡分布図

暑月 名 祢 時 代 l畜月 名 称 時 代

l 森下遺蹄 碍嬬月，弥生、古墳中閉， 窄艮， 平安 II 内ヶ品氏阻蹄 平安

2 戸森松原遺跨 • 一古項前期 ・中期．奈良、平安 12 ぬ00'1 遺蹄 弥生後期 古t.tt後期～平安
3 起会遺跡 古坑中期～平安 13 ぬ.III 遺蹄 占択後期～平安

4 矢品南追跨 占坑後期～平安 11 上敷免森下遣跡 弥生中期、占墳後期

5 '' 道 f1h遺榜 古墳後期～平安 15 上敷免北遺蹄 縄文後期・晩期．古墳後期～•一•平•・安・
6 ぬ123 遺跡 古墳後期～平安 J(l ヒ敷免遺跡 縛文中期・娩問．弥生．古墳後期～平安

7 ぬ136 遺跡 古項後期～平安 17 堀東遺跡 縄文中期 ・ 後開．弥生前期•中期． 平安

8 ぬ138 遺踪 古墳後期～平安 18 ぬ008 遺跡 占項後期～平安'， ぬ1,10 遺跡 古墳後期～平安 19 Jill沼西遺跡 碍文後期、弥t、古墳前糊• 中期，平安
'"" . 

10 ぬ,aり遺跡 古墳後期～平安 20 ぬ112 遺跡古墳後期～平安
，．一 ,, __ ,, 一• •• • 一 "● 

_,,,., 
•一，’’’’’

第 1及森下遺跡及び周辺の氾跡一乾表
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第 2図 森下追跡の位li'lと兒掘潤究区

た、この時期に小規楼な円tnが数多く造られるように

なり、幾つかの古ぼ群を形成する。中でも代表的なの

は、櫛挽台地の先端部、深谷市中央付近の大字原狐周

辺に形成される木の本占墳群であな大部分は20-30

m規校の円墳で、台地の緑辺に沿って構築される。

7世紀頃には、大集格は縮小傾向になり、代わって

宮ヶ谷戸jft筋や束川端遺跡、清水ヒ遺跡など．幡羅郡

荷蹄と推定される幡羅遺跡に近い位口に集落が営まれ

るようになる。律令期には深谷市の束半部は幡羅1111、

西半部は榛沢郡に属すると考えられる．榛沢郡の郡街

正倉跡は岡部町の中宿遺跡で発見されている• また幡

羅郡の郡街正倉跡も、深谷rn人字束方で検出されてい
る• 平成15年度の調企では 2重の溝で方形に区画さ

れた施設や、それに先行する長大な仰I柱建物跨などが

検出されていなまた新只敷束遺跨からは、正倉別

院の可能性のある大型雄物蹄が検出されている。

平安時代末期以降は、猪俣党武上間の居館が各地に

出現する。代表的なのは、県指定史跡にもなっている

人見餡跡である。幡羅餌跡もその一つと言われるが、

明らかではない• そして室町時代以降は深谷上杉氏の

本拠地となる• 深谷上杉氏は、当初、庁鼻和城に居を

構えたと苫われるが、 5代目房憑の時に、古河公方勢

力との戦闘に備え、より堅固な深谷城に移ったとされ

る。深谷城跡の北束約 1kmには．深谷1:杉氏の宿老岡

谷香丹が築いたとaゎれる皿沼城跡があり、北方の守

りを堅固なものにしていなまた、呑丹が屈居後に移っ

たとされる曲田城蹄が北tl!j にある• 東に約3kmの台地

の先端部には、束方城跡かある• 大沼頃I正忠辰敷跡は

深谷上杉氏家臣の館跡であり、この他にも、周辺に家

臣の館が分布していた可能性がある。南方約I.8kmに

は、家臣の阻跡である秋元氏館跡、南西約2.8kmには、

古河公方勢力を牽制し人見地城を防衛するために築か

れたと考えられる館跡か検出された押切泣跡が存在す

なまた．割山西遺跡では、伝承等が一切残っていな

いが、方形の区両溝が検出され、館蹄と考えられている。
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m 縄文・弥生時代の遺物

第1:1凶 lがC-7グリ ッドから出Lしたため、住居

等の可能性を考えて精脊を行ったところ。ピットは検

出されたが、炉跡等は検出されず、住居蹄と認定する

ことはできなかった。調査では、この地点をSXlと

仮称した。また、弥生上器はいずれも小破片であるが、

0 - 10グリ ッ ド付近に多く分布する傾向が認められた•

第13図1-4は縄文土器である。全て後期後半のも

のと思われる.1は径lcm未満の貼痛が施され、それ

を連結するれ線、弧線の沈線が横位に施される．器面

は序粍が激しく、縄文は蜆祭できなかった.C-7グ

リッドから出上した。2、31まLJ唇がやや肥阻するn

a部である• 21ま条線が斜位に施される。D-3グリ ッ

ド出七である. ~ は無文である。口唇上がややI!!)む。

F-12グリ ッドHば である.4は無文の胴部資料であ

る• 上部がわずかに外反すな D-3グリッ ド出十．で

ある．

5-15は弥生上器である。5は甕形上器の口粒部で

ある。 下部に沈線が認められる• 第l:i・16号溝から出

土した.6"-13は多条の沈線が施されたものである．

6は壷形土器の肩部と思われる.D-10グリッ ドから

出土しに 7、8は第1号溝出土である.9、10、12

はD-10グリッ ドlli上である。1:1は第1号溝出tであ

る.I」はD-3グリッ ド出上である。 l!iは底部箕料で

ある・推定底径5.3叩を測る。F-12グリッド山上であ

る．

16--19は打製石斧である.lti-18は分銅形、 10は短

- 1.1 -
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冊形を呈する。 16は刃部付近．甚部付近のそれぞれ片

面に自然面を残し、緑辺から調整が行われる。快部の

調整は比較的T寧である。砂岩製で、長さ14.2cm、幅

8.3cm、厚さ2.lcruを測る.c-7グリッドから出七し
た.17は基部を欠掛する。両面に自然面を残す。片面

は刃部付近と袂部のみに調整が行われる。ホルンフェ

ルス製で、残存長11.7cm. 幅8.2cm. 序さ3.2cmを測る。

W 古墳時代以降の遺構と遺物

検出された遺構は、住居跡1軒、掘立柱建物跡4棟、

柵列跡 I基溝83条、逍路跡1条、井戸3基、上墟2

基、水田跡等である• 住居躇掘立柱建物跡の時期は

奈良 • 平安時代と思われる．

ー 住居跡

第 1号住居跡 （第14図、第2表）

調査区東部、 H-15グリッドに位阻する。平面形は

長方形で、南西部を第3号溝に切られる．規模は長軸

約3.、Im、短軸3.amを測る。底面はほぼ平坦で、確認

而からの深さは12cmを測る。主軸方向は、 N-67°-E

である。

カマドは北東壁のやや南寄りに構築される• 当初、

袖の基底部が残存していることを想定していたが、断

而観察の結果、確認できなかった。燃焼部は幅5,1cmで

第1号溝出上である.18は刃部を欠損する．片面に自

然面を残し、緑辺にのみ細かい調整が行われる•砂岩

製で、残存長IO.6c皿幅5.6cm、ばさI.2cmを測る。 F

-IIグリッド出土である。 19は刃部付近を欠損する。

片而は自然面を残し、 周緑部のみ調整される。ホルン

フェルス製で、残存長9.5cm、幅6.1cm. ~ さ2.8cmを測

る。第 1号溝出上である。

50cm竪穴から張り出す。張り出し部の底而は．床而よ

り7cm低い。周辺には南側を中心に．炭化物が分布して

いた。

壁溝は幅12-17cm.J未面からの深さ5cmで、北西部の

みで確認された。

ピットは4基検出された。各ピットの床面からの深

さは次の通りである。

p l … 9cm、P 2 ・・・19cm.P 3 ... 7cm、P 4 .. ・4cm. 

遺物はほとんどがカマト周辺から出十．した。1-6 

は土師器である。1-3は杯である。 1はD唇部の一

部に煤が付灯する。 3は口緑部がわずかに外反する。

4は鉢である。半球状の器形で、外而はヘラ削り、外

面の口粒部（寸近と内面はナデにより四幣される。5は

台付甕 6は甕である.7-9は須忠器である. 7は

媒のつまみ部、 8は杯の底部、 9は甕である．

出土遺物から、 8世紀代の所程と考えられる．

番号 桶別 器稲 ロ径 器高 底径 胎土 埠成 色鵡！ 残存中 偏 考

I H 坪 I I. 5 3. 4 ABCDE 普 橙 85% 口給部に煤が付芥

2 H 坪 (14. 0) (3. I) ARCDl!II u, 橙

3 H 坪 (14.0) 4. I ABCDE 将 限 20% 

4 II 鉢 19. 6 8.3 ARC!: 舒 橙 80% 

5 H 台付甕 (l l. 0) Cl 4. 5) 闘C即 抒 赤褐 40% 

6 H 聾 (20. 4) ,¥BCllll 普 明橙 25% 
7 s 蓋 ACDFII 良 灰 15% 

8 s 坪 (7. 0) ACGI! 良 灰 15% 底面の周縁にヘラ潤整．， s 甕 ACGII 良 灰

第2表 第1号iむ吾跡出上迫物観察表
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2
 
掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡 （第15図）

調査区東部、 F-l4・-l5、G-14・-15グリ ッドに

位屈する．桁行2問 (5.58m) X梁行2間 (3.12ml 

の側柱建物であな柱111'1間隔は、 Pl-P2-P3が

I. 68m-I. 7,lm. P l -P 4 -P 5がI.56m-I. •Mm、

P3-P6-P9が2.91m-2. 6 Imを測な主軸方向

はN-23°-Wである。 P3は第6号溝を切る．

各ピットの確認面からの深さは次の通りである．

P l ・--34cm、P 2 ・・・29cm.P 3 ・・・36cm、P 4・・・22cm、

＇ .3 
/
 -~ 忍頁

OP7 
O・
I 

_ 1,1— 

◎ ~2 

PS 

.5 
-
9
 .o 

~:.. 
P3 

6号溝 ⑥ 
oi 0
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C
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PS…35cm. P 6・・・26cm. P 7・・・I lcm. P 8・・・14cm. 

P9…11四

図示できる遣物は出土しなかったが、遺構の時期は、

奈良 • 平安時代と思われる。

第2号掘立柱建物跡 （第16図）

調究区東部、 H-15・-16、l -15グリッドに位僅

する。桁行4間 (6.78m) X梁行2間 (3.87m)の側

柱建物である。北側に庇が付く形態の可能性もある。

柱間問隔は、 PI-P2-P3がI.86mー2.Olm、P

l -P 4 -P 8 -PI 0-P 11がI.86m-I. 50m-J. GS 

rn-1. 74rn、P3-P7-P9がJ.86m-l. 86mを測

る• 主軸力向はN-30°-Wである。

各ビットの確認面からの深さは、次の通りである。

PI ... l:icm、P2・..16cm. p3 ..、16cm、P4 , .. 2.1c01、

P 5・.. I lcm. P 6 ... !Jcm、P7 , .. 10cm. P 8 , .. 25cm. 

P 9・.. 8cm. PIO・・・27cm. PI J .. ・23cm. 

遺物は1点が図示できた。 1はpgから出士した須

恵器椀であな推定底径11.4cmを測り、焼成は普通、

色閥は灰白色を皇し．胎上にl'l・黒色粒、石炎、白色

針状物質を含む。残存率は10%である。

遣構の時期は．奈良 • 平安時代と思われる．

第3号掘立柱建物跡 （第11-18図）

調査区東部、 G-15・-16グリッドに位囮する。桁

行3間 (6.OOm) X梁行2間 (.1.80m)の側mi物で

あな柱間間隔は、 PJ-P2-P3がt.92m-l. 68 

m、Pl-P4-P6が2.58m -2. 22m、P6-P7

-P8-P9がl.98m-2. 0,1111-I. 9!lrnを測る。主軸

方向はN-:i0°-Wである。 P8が第4号掘立柱建物跡

P3に切られ、第4号掘立柱建物跡に先行することが

分かる。

各ビットの確認面からの深さは、次の通りである．

p 1 ・・・23CJII、P 2 00・!8CJD、P 3 ・・・26cm、P 4…16cm、
P S・・・16cm、P 6 …!3CJD、P 7 …13cm、P 8 ・.. J6cm、

p g・・・19c1n.,

遺物は3点が図示できた。 JはP9から出上した土

師器杯である。推定口径12.2cm、推定器高2.2⑳を測

り、焼成は舒通色潟は橙色を呈し、胎土に白 • 赤 ・

黒色粒、角閃石を含む．残存率はIJ%である。 2はP

3から出七した、土師器坪である。推定口径12.8cm、

推定器高3.1cmを測り、焼成は普通、色調は橙色を呈

し、胎土に白 • 赤•黒色粒．角閃石、砂礫を含む。残

存率は20%である. 3はpgから出上した須恵器甕で

ある。外面は擬格子状、内面は冑海波文の当て具が用

いられる・焼成は良好、色調は官灰色を星し、胎土に

白 • 赤 • 黒色粒を含む．

遺構の時期は奈良時代と思われる。

第4号掘立柱建物跡 （第17-18図）

調査区束部、 G-15グリ ッドに位爵する．桁行2fll]

(6. 00m) X梁行2間 (4.26m)の側柱建物である。柱

間間縣は. Pl-P2-P3が3.OOm-3. OOm、P6

-P7-P8が2.88m-3. OOm. P 1 -P 4 -P 6が

2. JOm-2. 16m. P 3 -P 5 -P 8が2.IOm -2. !Gm 

を測な主軸方向はN-30°-Wである.p 3が第3号

掘立柱建物跡P8 を切る• また、 PGとPSが第6号

溝を切る．

各ビットの確認面からの深さは次の通りである．

Pl・・・18cm、P2・・・16cm、P3・・・llcm. P 4・・・22cm. 

P 5・・・16cm. P 6・・・25cro、P7・・・23cro、P8・・・1.tcm. 

図示できる遺物は出土しなかったが、遺構の時期は、

奈良 • 平安時代と思われる．

3 柵列跡

第 1号柵列跡 0019図）

潤脊区東部、 F-13・11グリ ッドに位既する。 4基

の柱穴が東西に5.70m並ぶ。住間間隔は西からl.:i6

m-2. a4m-I. 80mを測る• 主軸方向は、 N-72°-W

である．

各ピットの確認面からの深さは、次の通りである．

Pl・・・I lcru、P2・・・16四'、 P3・・・2lm、P4・・・32cm. 

図示できる遺物は出土しなかった。
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第19図第 l号柵列跡

4 溝

83条が検出された。しかし、別の爵号を付したもの

で、本来は同一の溝もあることから、実数は76条程度

である。 遺構の時期は、奈良 • 平安時代から近世まで

及ぶ。

第1号溝 （第4-7・9・21図、第3表）

闘査区北壁に沿って、N-73°-Wの方向に走る。霞

複或いは並行する沿に先行するものと思われな幅約

160cmを測り、断面形は逆台形を呈する・一部では、中

段にテラスを付する。確認面からの深さは66-l14cm、

底面の標高は約32.Smを測る。覆土は、 一部で咽砂や地

割れの影響を受けており、地震が起きたと考えられる

818年或いは878年の時点で既に埋没していたと考えら

れる。

遺物は4点の他、第19号溝との重複部分から10点が

図示できた。

遺構の時期は奈良 • 平安時代と思われる。

第2号溝 （第6-7・JO図）

悶査区東部に位囮し、第l号消から南に発する。第

1号溝とほぼ直交し、方向はN-6°-Eである。輻約

30cm、確認面からの深さは約lOc口を測る。北部では、

底而にエ具痕が観察できた•

脳示できる逍物は出上しなかった．

第3号溝 （第6-7・10図）

調査区東部に位屈し．第38号消を切り第4号溝に

切られる。方向はN-25°-Wで、幅約60cm、確認面か

らの深さは10~2ocmを測る。

脳示できる遺物は出上しなかった．

第4号溝 （第6-7・10・21図第3表）

調査区東部に位Wtし、第3・6・38号溝を切な方

向はN-25°-Wで、幅約90cm、確認面からの深さは15

-25cmを測る。

追物は4点が図示できた。
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第5号溝 （第7・21図、第3表）

瀾究区束部に位此し、第4号溝から分岐する。方向

はN-18°-Eで、幅約,IOcm、確認面からの深さは約10

cmを測る。

泣物は、第4・5号溝の分岐点付近から出tした2

点が図示できた。

第6号溝 （第6-7・10・21図、第3表）

調査区束部に位虹し、第1・4号掘立柱述物跡、第

3・4号溝に切られる。北部では、底面にエ具痕が観

察できた。方向はN-30°-Wで、北部は曲がる．幅約

40cm、確認面からの深さは約10cmを測る．

逍物は 1点が図示できた。

第7号溝 （第7図）

闊査区南束部に位置し、第4~ ・45号溝と頂複する．

方向はN-10°-Wで、南部はほぼ兵南に走る．幅約50

cm. 確認面からの深さは約20cmを測る．

図示できる遣物は出土しなかった．

第8号溝 （第6-7図）

調査区東部に位置する• 第II号溝と同一のものの可

能性がある.JJ向はN-25°-Wで、幅約50cm.確認面

からの深さは約15cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第9号濤 （第6・10・21図、第3表）

調査区東部に位府し、第11・ 29号消と里複する。ま

た、第1号溝を切る。方向はほぽ真北から、北部でN

-65.,-Wに曲がな幅約70-90cm、確認面からの深さ

は北部で約70cm、南部で約15cmを測ふ第 j号溝を越

えて北側は、第19号溝とした部分に含まれると思われ、

第19号溝南西の立ち上がりは第9号溝の立ち上がり

であると考えられる。

遺物は1点が図示できた。

第10号溝 （第6・10図）

調査区中央部に位沢し、第13・16・17・79号溝と重

複する。また．第21号溝を切な方向はほぽ真北で、

枇約40cm、確認面からの深さは約10cmを測る。北部で

は、底面にエ具痕が観察でき、また幅広になる部分が

認められた。

図示できる遺物は出土しなかった。

第11号溝 （第6・21図、第3長）

調査区中央部に位trtし、第9・78号溝と団複する。

第 8 号溝と同一のものの可能性がある。 方向はN-so•

-wで、幅約:lOcm、確認面からの深さは約5cmを測る。

遺物は3点が図示できた．

第12号溝 （第4図）

調査区西部に位蹴し、第51号溝と重複する・方向は

N-30°-E で、福約~Ocm、確認面からの深さは約 Scru

を測る。

図示できる遺物は出上しなかった．

第13号溝 （第6図）

調査区中央部に位虹し、第IO・II・17・78号溝と頂

複する。方向はN-60°-Wで、幅約IOOc:m,確認面か

らの深さは約6cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第14号溝 （第5図）

囮査区中央部に位四する。方向はN-15°-Eで、幅

約20cm.確認面からの深さは約5cmを測る

図示できる遺物は出tしなかった．

第15号溝 （第5-6・10図）

調査区中央部に位図し、第21・35・76号溝を切る。

方向はほぽ真北で．幅約30cm、確認面からの深さは約

IOcmを梱lる。

図示できる遺物は出上しなかった。
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第16号溝 （第5-6・10図）

調査区中央部に位牲し、第21・35号溝を切な方向

はほぽ真北で、幅約:iocm、確認面からの深さは約10cm

を測る．

図示できる遺物は出土しなかった。

第17号溝 （第 6 · 20~21図、第 3 表）

調査区中央部に位硲し、北部は幅広となり第J• 9 

号溝等の上部に構築される。部分的に硬化部分が認め

られたため｀道路跡の可能性もある。 J:面からは浅間

B軽石が検出されたが、出土遺物から、遺構の時期は

近世と考えられる。方向は真北へと曲がりながら北上

し、幅約80cm、確認面からの深さは約10cmを測る。

迫物は、園磁器を中心に 6 点が図示できた•

第18号溝 （第5-6図）

調査区北部に位殴する。方向はN-80°-Wで．幅約

30cm、確認面からの深さは約10cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第19号溝 （第6・9・21図、第3表）

悶査区北部に位閻し、第 1号溝を切る。方向はN-

10°-wで、確認面からの深さは約30⑳をiJlllる。上屈断

面から幾つかの溝の複合体の可能性があり、 C-8・

-9グリッドで認められる南西の立ち上がりは第9

号溝の立ち上がりであると思われる。

遺物は6点が図示できた。

第20号溝 （第5--6-10図）

調査区中央部に位骰し、第21号溝と重複すな方向

はほぽ真北で幅約60cm、確認面からの深さは約IOcru

を測る。

凶示できる遺物は出上しなかった。

第21号溝 （第5-6・10図）

調査区中央部に位似し、第15・16・20・23・24・27

号溝と瓜複する。第26・37号溝と同一のものの可能性

があな方向はN-30°-Wで、幅約2:icm.確認而から

の深さは約10cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第22号溝 （第4・II図）

調査区西部に位府する．方向はほぼ真北で、幅約30

cm、確認面からの深さは約10cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第23号溝 （第!?-6図）

瀾査区中央部に位置し、第2fi-27号溝と爪複する．

第24号溝と同一のものの可能性がある。方向はN-15°

-Eで、幅約30cm、確認面からの深さは約5cmをiJl.lJる。

図示できる遺物は出土しなかった．

第24号溝 （第 5~6 · 1 0図）

調究区北部に位図し、第2J・25-27J,}溝と重複する．

第23号溝と同一のものの可能性があな方向はN-15°

-Eで、幅約:wc:m、確認而からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物はり1土しなかった．

第25号溝 （第5-6・10図）

囮査区中央部に位置し．第21・23・2.t・26号溝と里

複する• 第'l.1号溝と同一のものの可能性がある。方向

はほぼ真北で、幅約30cm.確認面からの深さは約10cm

を褪lる。

図示できる遺物は出土しなかった。

第26号溝 （第5-6・10・20図）

潤査区中央部に位股し、第l・23-25・27号溝と瓜

複する。第21・37号溝と同一の可能性がある。方向は

N-30°-Wで、幅約aocm、確認面からの深さは約15cm

を測な第1号滑と重複する部分では船広になり、第

l号溝覆土を切る．

図示できる遺物は出上しなかった。
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第27号溝 （第5--6図）

調査区中央部に位四し、第21・23・24・26号溝と瓜

扱する。第25号溝と同一のものの可能性がある。方向

はほぽ真北で．幅約30cm.確認面からの深さは約10cm

を測る。

図示できる遺物は出士しなかった．

第28号溝 005図）

覇査区中央部に位粒し、第71号溝と頂複する。方向

はほぽ真北で、幅約30cm、確認面からの深さは約10cm

を測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第29号溝 （第6・10図）

調査区東部に位漑し、第9号溝と頂複する．方向は

N-ao•-wで、幅約40cm、確認面からの深さは約 15cm

を測る。底而からはエ具痕が観察され、一部で幅JOO

cm、深さ42cmとなる部分が認められる。

図示できる遺物は出土しなかった。

第30号溝 （第6図）

調査区中央部に位囮する。方向はN-55°-Wで、幅

約20cm、確認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第31号溝 （第6・10図）

調査区中央部に位股し、第32号溝を切る．方向はN

-30°-wで、北部で西へと曲がる。幅約90cm、確認而

からの深さは約15cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった。

第32号溝 （第6・10図）

調査区中央部に位四し、第31号溝に切られる。方向

はN-30°-wで、北部で西へと曲がる。幅約20cm、確

認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかったe

第33号溝 （第 5~6 ·to図）

調企区中央部に位四し、第20・27号溝と重複する．

方向はほぽ東西方向で．幅約30c1n、確認面からの深さ

は約10cmを測る。

図示できる遺物は1tJ土しなかった。

第34号溝 005-6・10図）

調査区中央部に位四し、第20・27・33号消と直複す

る。方向はN-45°-Eで．幅約30cm、確認而からの深

さは約10cmを測る。

図示できる遺物は出士しなかった．

第35号溝 (ffi5-6・ 10図）

調充区中央部に(qflLし、第15・I6号溝に切られる．

方向はN-40°-Wで、幅約20cm、確認面からの深さは

約5cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第36号溝 （第 4~6·9·22図第 3 表）

調査区北部に位憫し｀第 1~3号井戸を伴う可能性

が考えられる．方向はN-70°-Wで、幅約110cm、確

認面からの深さは約40cmを測る。

遺物は L点が図示できた。遺構の時期は中世と考え

られる。

第37号濤 （第6図）

調査区中央部に位閲する• 第21・26号溝と同一のも

のと思われる.G-11グリッドで幅広になる部分が認

められな方向はN-25°-Wで、幅約20cm、確認面か

らの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第38号溝 （第6-7・10図）

関査区東部に位謹し、第6~溝から分岐すなまた、

第3・4号溝に切られる。一部で、底面にエ具痕が観

察された。方向はNー25°-Eで、幅約40c皿確認而か

らの深さは約10cmを測な
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図示できる遺物は出土しなかった。

第39号溝 （第6-7・22図、第3表）

潤迂区東部に位置すな方向はほぽ兵北で、幅約.JO

cm. 確認面からの深さは約JO⑳を測る。

遺物は1点が図示できた。

第40号溝 （第6-7図）

調査区東部に位四する。方向はN-5°-Eで、幅約

30cm. 確認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる選物は出土しなかった．

第41号溝 （第6図）

調査区北部に位図する。方向はほぽ原西方向で、幅

約70cm.確認面からの深さは約35cmを測る。底面の一

部で、 エ具痕が確認された。

図示できる遺物は出土しなかった．

茅42号溝 （第6・9図）

閲査区北部に位置する。方向はN-70°-Wで、確認

面からの深さは約45cmを測る。西の先端部では、エ具

痕のみ確認された．

函示できる遺物は出土しなかった。

第43号溝 （第 7 •22図第3表）

調査区東部に位四し・ 第 7 •44号溝と瓜複すな方

向はN-15°-Wで、幅約50cm、確認而からの深さは約

15cmを測る。

遺物は 1点が脳示できた．

第44号溝 ~7図）

閲査区東部に位骰し、第43号溝と重柑する。方向は

N-15°-Wで、幅約40cm、確認面からの深さは約10cm

を測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第45号溝 （第7図）

関査区東部に位置し、第7号溝と瑣複する．方向は

N-10°-Wで、幅約50cm、確認面からの深さは約10cm

を測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第46号溝 （第6図）

調査区中央部に位惜し、第10・11号清と頂複する。

方向はN-60°-Wで、幅約50cm、確認面からの深さは

約lOcruを測る．

図示できる遺物は出土しなかった。

第47号溝 （第6図）

調査区中央部に位屈し、第10・11号溝と頂複する．

方向はN-60°-Wで、幅約30cm、確認面からの深さは

約5cmを測る．

図示できる遺物は11:l土しなかった。

第祁弓溝 （第4・II図）

調査区西部に位置し、第49号溝を切か また、第50

号溝と直交する．方向はN-85°-Wで、幅約30四I、確

認面からの深さは約20cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第49号溝 （第4・II図）

調査区西部に位殴し、第48・55-59号溝に切られる。

方向はN-40°-Wで．幅約70cm、確認而からの深さは

約30cmを測か底面から、エ具痕が多く確認された。

図示できる遺物は出土しなかった。

第50号溝 （第4図）

潤査区西部に位問し、第格号溝と直交する• 方向は

N-10°-Wで幅約30cm、確認面からの深さは約10cm

を測る．

図示できる遺物は出土しなかった。
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第51号溝 （第4図）

調査区北部に位屈し．第1・12・55-61号溝と重複

する• 第52号溝と同一のものの可能性がある。方向は

N-70°-Wで、稲約30cm、確認面からの深さは約L5cm

を測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第52号溝 （第5・22図、第3表）

調査区北部に位贋し、第l・53-54号溝と爪柑する。

第51号溝と同一のものの可能性があな方向はN-70°

-wで、幅約20cm、確認而からの深さは約5cmを測る．

遺物は 1点が図示できた。

第53号溝 （第4図）

調査区北部に位府し．第l・52号溝と瓜複する。方

向はほぽ兵北で、幅約30cm、確認面からの深さは約15

cmを測な

図示できる遺物は1:ll土しなかった。

第54号溝 （第5図）

訊査区北部に位沢し、第l・36・52号溝と誼複する。

方向はN-,IU0-Eで、幅約:30cm、確認而からの深さは

約20cmを測る。

図示できる遺物は出上しなかった。

第55号溝 （第4・II図）

鯛査区西部に位晋し、第49号溝を切る。方向はほぼ

真北で、幅約：lOcm、確認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第56号溝 （第4・II図）

調査区西部に位屈し、第49号溝を切る。方向はほぽ

兵北で｀幅約30cm、確認而からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第57号溝 （第4・II図）

調査区西部に位滋し、第49号溝を切る。方向はほぽ

真北で、幅約30cm、確認面からの深さは約IOc瓜を測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第58号溝 （第4 ・11図）

調査区凸部に位阪し、第49号溝を切る。方向はほぽ

又北で、幅約20cm、確認而からの深さは約10⑳を測る．

図示できる遺物は出士しなかった。

第59号溝 （第4・II図）

調査区西部に位置し．第49・51・00・0I号溝と瓜複

する。方向はほぼ以北で．幅約30c叫確認而からの深

さは約10cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第60号溝 （第4図）

調査区西部に位四し．第51-5Ml号渭と重筏する．

方向はほぼ以北で．幅約20cm.確認面からの深さは約

10cmを測る“

図示できる遺物は出土しなかった．

第61号溝 （第4図）

調行区西部に位mし．第51-5MO号溝と重複する。

力向はN-30°-Wで、幅約20cm、確認面からの深さは

約5cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第62号溝 （第4--.,5図）

調査区西部に位ばする。方向はN-25°-Wで、船約

20cm、確認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出＋．しなかった。

第63号溝 （第4-5図）

調査区西部に位漑し、第l!J号溝と頂筏する。方向は

ほぽ真北で、北部でやや西に曲がる。幅約20cm、確認

面からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。
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第64号溝 （第5・11図）

調査区西部に位屈し亀第49号溝を切る．方向はほぽ

真北で、幅約30cm、確認面からの深さは約10cmを測る．

図示できる追物は出tしなかった．

第65号溝 （第5・11図）

調査区西部に位図し、第49号溝を切る。また第66

号溝と頂柑する。方向はほぼ真北で、幅約20cm、確認

面からの深さは約10cmを測な

図示できる遺物は出土しなかった．

第66号溝 （第5・II図）

調査区西部に位図し、第65号溝と重複する．方向は

N-15°-Eで、幅約20cm、確認面からの深さは約10cm

を測る．

図示できる遺物は出土しなかった。

第67号溝 （第5・ll図）

調査区中央部に位図し、第68号溝に切られる．方向

はほぽ兵北で、北部ではN-110°-Eに曲がる，第71号

溝と同一のものの可能性がある。幅約25cm、確認面か

らの深さは約5cmを測る。

図示できる冠物は出上しなかった．

第68号溝 （第 5 • 11図）

関査区中央部に位屈し、第67号溝を切る。方向はほ

ぽ真北で、幅約aocm、確認面からの深さは約10cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第69号溝 （第5・8図）

調査区中央部に位股する。方向はほぼ真北で、南部

では西に曲がる。幅約20cm、確認面からの深さは約10

cmを測る．

図示できる遺物は出上しなかった。

第70号溝 （第4 • II図）

調査区西部に位紺する。方向はN-10"-Eで、確認

面からの深さは約10cmを測る。また、深さ10cmと一段

深くなる部分も認められる．

図示できる遺物は出土しなかったが、 覆土ヒ旧から

浅間A軽石が検出されたため、近世の所産と与えられ

る。

第71号溝（第5-6・8・ II図）

潤究区中央部に位l~し、第27・28・OS号溝と韮筏す

る。第67号溝と同一のものと思われる。方向はN--10°

-wで、幅約:iOcm、確認面からの深さは約10cmを測る．

図示できる遺物は出上しなかった。

第72号渭 （第8凶）

悶査区南部に位滋する。方向はほぼ立北で、幅約25

cm、確認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる追物は出上しなかった。

第73号溝 （第8図）

調査区南部に位肛し、第75号溝と瓜複すな方向は

ほぽ真北で、幅約20cm、確認面からの深さは約5cmを

測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第74号溝 （第8図）

調査区南部に位誼し、第80号溝と直筏する。方向は

N-10°-Eで、幅約20cm、確認面からの深さは約5cm

を測る。

図示できる遣物は出-I.しなかった。

第75号溝 （第8図）

調査区南部に位四し、第6R・73・RO号消と瓜複する．

方向はほぼ束西方向で、幅約a~cm、確認而からの深さ

は約1低mを測る．

図示できる追物は出士しなかった．

第76号溝 (ffi8図）

岡査区南部に位滋し、第10・15・77号溝と瓜校する。
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方向はN-35°-Wで、幅約25cm、確認面からの深さは

約5cmを測る。

図示できるjiJ物は出土しなかった．

第77号溝 （第8図）

調査区南部に位阻し．第10・76号溝と阻複する.Ji 

向はN-15°-Wで、幅約25cm、確認面からの深さは約

5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第78号溝 （第6・10図）

調査区中央部に位置し、第II号溝と煎複する。方向

はN-15°-Wで．幅約50cm、確認面からの深さは約5

cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第79号溝 （第6・10・22図、第3表）

調査区中央部に位ばし、 第10号溝に切られる。方向

はN-15°-Wで、幅約30cm、確認面からの深さは約15

cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．

第80号濤 （第8図）

調査区南部に位置し、 第711. 75号溝と韮複すな方

向はN-10°-Wで、幅約60cm、確認面からの深さは約

10cmを測る．

図示できる遺物は出土しなかった．
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第81号溝 （第4-5図）

調査区西部に位匹する。方向はほぽ真北で、幅約30

cm、確認面からの深さは約5cmを測る。

図示できる澄物はl.l:I上しなかった。

第82号溝 （第4・II図）

調査区西部に位置し、第58号溝を切な方向はほぼ

真北で、幅約20cm、確認而からの深さは約5cmを測る。

図示できる遺物は出土しなかった．

第83号溝 （第8図）

閲査区西部に位置し、第68号溝を重相する。方向は

N-,15°-Eで、幅約30cm、確認面からの深さは約5cm

を測る．

図示できる遣物は出士しなかった．
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番け 種別 器樟 口径 器高 底径 胎 J.:. 挽成 色調 残存率 帽 -Jt 
1 1-1 小型複 3.5 ,¥BCDE 抒 橙 75% 第 1号渭出.L.

2 H 坪 1-1.!) 2. 9 ,¥H(;l)f.11 枡 明橙 90% 第 i号溝出上●

3 II S 高台椀 (1,1. 2) 5. 8 7. 2 ABC 不良 灰橙 70% 第 1 玲溝出土•

4 H 甕 (15, 7) 22. 4 6.5 ARl'Dllll ~ 明橙 50% 第 l号溝出土

5 H 坪 (15. 0) Iヽ.s ABCII 舒 明橙 10% 第 l・19号溝出土．

6 H 坪 (1,1. 8) (2. 7) ARCDE 

* 橙
10% tff l・19号溝柑上．

7 H 甕 (12.0) ARCRFII む 明阻 15% 第 1• JO号溝出 I..

8 H 台付甕 (8. 6) ABCI汀II 廿 橙 25% 熔 I・ 19号清出土．， s 坪 (12.1) 4囀o 6.0 AfGII む ＇？灰 75% 第 l• 19号清川t.
10 s 高台椀 (1,1. 0) 6. 6 6、0 AC 不良 灰 10% 第 l・10号清出土。

11 s 高台椀 6. :1 ACFII 廿 暗灰 !~% 第 1・19号清1±1.L.
12 s 坪 5. 5 ACFII 良 針灰 25% 第 J• 19i:;, 溝出土^

13 s 甕 All 抒 軒灰 第 1• Iり号清出土。

14 s 甕 AC 不良 灰白 第 1・191-}溝出士．

15 埴輪 円筒 AC 抒 明橙 第4号溝出土。

16 s 甕 AC 抒 灰 第4号溝出上．

17 s 複 ACIJ 良 青灰 第4.fJ溝出土．

18 s 甕 ADIi 抒 灰 第 4 号溝出上•

19 s 甕 AEII 良 付灰 第4・5t}溝出土．

20 s 甕 AC 不良 灰白 第4•5丹溝出上。

21 H 高坪 ABCEII 良 明日 25% 第6J;J-溝出十．．

22 土籍貫 皿 (11. 8) (2. 9) (6. I) ABCE 良 淡橙 10% 第9号溝出土。

23 s 甕 AC 不良 灰白 筍11号溝川t.
2,1 s 甕 AC 不良 灰臼 第II~溝出土．

25 HS 甕 AHCFII 将 鈍い橙 lfi% 笥II号溝tJU,

26 s 甕 AC 千良 灰白 第17月溝l1l士。

27 閾器 高台llll (l:J.8) 2. 7 (8. 2) AC 袢 灰黄色 •10% 笞17号虜Ill土．闇Jlllし畠＃，灰黄色＂が全面．

28 紺器 天目椀 (4. 8) ARD 怜 淡橙 15% 第17号肩mt.瓜褐色の藷が内外面にかかる．
雌 磁器 高台椀 (0. ~) A 良 白 20% 第17け滑出士。

30 磁器 晶台椀 l.8 A 良 白 ;!0% 第17号溝/tt..L.

31 磁器 猪口 2. 2 •I. 2 a. o ,¥ 良 白 50% 第17号溝出J:、

32 H l;f, Cl I. 2) (2. 3) ABCDE 普 橙 15% 第1A号清出上，

33 H 坪 (12. 8) (3. 0) ABCDl:11 fj 明橙 20% 第19~溝tH七．

34 s 杯 (12.0) ABCII 不良 灰 10% 第19号溝出土，

35 s 坪 (5, 0) ACEFII 抒 灰 10% 第19号溝tt-1土

36 HS 杯 (12. 6) 3. 6 6. G 雌CFII 良 橙 50% 第19号溝出土．

37 磁器 高台椀 (4. 2) ,I 良 紐 40% 第19号溝川上

38 陶器 瓶 ,¥B 良 灰褐 第36J}構出土透明の籍が外両にかかる．

39 H 奸 (11. 8) (2. 8) ABCD 井~ llJl橙 25% 第39号溝出上．

・IO H 鉢 (22,.1) (9. 5) ,¥8りP.11 舒 橙 10% 第10号溝UI士．

41 H Ji(- (13. 0) (2. ti) ABCDE 抒 黒褐 10% I第52月溝出上．
12 s 甕 AC' 不良 灰白 第79号溝IJjJ: 

第3表溝出土遺物観察表

- 33 -



5 道路跡

第1号道路跡 （第4・24図）

鯛杏区北西部に位骰する。硬化部分が認められたた

め、逍路跡とした。上面からは浅間B軽石が検出され

たが出土遺物から．遺構の時期は近世と考えられる。

確認面からの深さは約5cmを測る。

遺物は 1 点図示できた• 第24図Jは陶器の甕の底部

であな内面には黒褐色の釉がかかる・推定底径10.8 

cmを測り、焼成は牡通、色調は淡橙色を呈し、胎七に

白 • 赤色粒．砂礫を含む。近世の所産と芳えられる。

6 井戸

第 1号井戸 （第23図）

潤査区北部.C-9グリッドに位li'lする。第36号消

中に検用され、溝に伴う可能性が考えられる。長径0.68 

m、短径0.58mの楕円形で、確認面からの深さは0.07 

mを測る。

図示できる遺物は出土しなかった。

第2号井戸 （第23-2-1図）

調査区北部、B-7グリッドに位脱する。第36号溝

中に検出され、溝に伴う可能性が考えられも長径I.10 

m、短径O.54mの楕円形を呈し、確認面からの深さは

I. 27mを測る。

坦物は1点図示できた。第24図3は鉢である。推定

n径30.6cmを測り、焼成は普通、色調は黒色を呈し．

胎土に白 • 赤 • 黒色粒、砂礫を含む． 残存率は15%で

ある。中世の所産と考えられる。

第3号井戸 （第23図）

調査区北部、 8-7・-8、C-7・-8グリッド

に位骰する。第36号溝中に検出され、溝に伴う可能性

が考えられる• 長軸2.3,1m、短軸0.96mの長方形を呈

し、確認面からの深さは0.83mを測る．

図示できる遺物は出土しなかった。

7 土壊

第1号土墟 （第23-24図）

悶査区中央部.E-lO・-llグリッドに位屈する。第

10・11・78号溝を切って構築される。平面形態は楕円

形で、長径1.32m、短径O.94m、確認面からの深さは

3cmを洞lる．

遺物は 1 点図示できた• 第24図 2 は凶器のillLである．

石台付近及び底面を除いて淡緑色の釉がかかる。推定

口径11.2cm、推定底径5.8cm、器高2.1cmを測り、焼成

は良好、色調は淡緑色を呈し、胎土に白 • 黒色粒を含

む．残存率は25%である。近世の所産と好えられる。

第2号土塙 （第23図）

調査区西部、 C-6 グリッドに位位する• 平面形態

は長方形で、長径2.60m、短径I.16mを測る．壁はほ

ぽ垂直に立ち上がるが、南束部で上半に段を有する。

底面はほぽ平坦で、確認面からの深さは1.23mを測る。

茫軸方向はN-70°-Wである．

図示できる遺物は出土しなかった．

8 水田跡

調査区南部に水田跡とみられる上壌が広がっていた

（第8・12図参照）。土履断面からは、旧耕作土とみら

れる8屈及び10屈が観察され. 8屑の上面には、全体

ではないものの、砂礫が分布していた．砂礫からは、

桟問B軽石が多星に検出されたため. 8層の上而は、

天仁元年 (1108年）に咬出した軽石によって覆われた

可能性が高い。また. 10暦に伴う畦畔の痕跡とみられ

る部分も確認された (SPA-A・ の9・12屈）．しか

し、畦畔の痕跨は平面的には確認できなかった。

なお、南北方向に走る溝は、全て水田跨へ延びてい

ると思われる．
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1号土嘱

゜
10cm 

第24図 追路跡•井戸・土膿出士迫物

9 調査区出土遺物

遺構に伴わないものと単独で検出されたピットから

出士したものを、第26図及び第4表に示した。1. 2 

はD-4グリ ッドから出士した用である。出士状況は

第25國に示した通りである。検出された遺構群は奈良

時代以降であるが、 2点は古墳時代中期のものであり、

明らかに先行する• I箇所に集中していることから、

耕地の撓に埋納された等も考えられるが、この時期の

耕地の存任は確認できなかった．遺構は検出されなかっ

たものの會閲査区内からは縄文時代後期後半や弥生時

代の遺物も出上しており、周辺の開発が比較的早くか

ら行われたことを窺わせる．

R
伊

節

A
U千

m 

第25図 D-4グリッド追物出七状況
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第26図潤査区出土追物

番号 租 IJ 器種 n径 器砧 底径 胎」． 焼成 色贋 残付率 備 芳

1 H 柑 8.4 (7. 5) ABCEII 抒 鈍い明橙 50% D4グリッド出土．

:l H 柑 8. 3 8. 7 ARCEII 仔 純い明橙 95% D4グリ ッドHJ上。

3 H 甕 (I 5. 3) ACl!II 抒 阻 F6グリ ッド出土．

-I 11 台付甕 i¥BCllf. 抒 鈍い橙 D10グリッド Pl出土．

5 s 高台椀 (7. 2) ACII 不良 灰 10% D10グリッドpl山土．

6 s 壺 ACDFII 良 灰 A3グリ ッド出土。

7 HS 坐 、¥BCII 不良 橙

8 軟質 焙烙 、¥COi: 柑 灰褐， 軟質 鉢 ACDE 廿 黒褐 E2グリ ッドIll土．

10 s 室 ACII 良 灰 D10グリッドpl出土、外面にU色の自然枇

II 陶器 椀 I (I I. 0) AC 良 灰白 Gl2グりッドIIU:.l'i外面にn色の精がかかる，
12 阻器 高台椀 'I, 0 ,I 良 灰褐 内外面に松胃色の袖がかかる．

J :i 磁器 高台椀 (9. I) fi. 0 :u A 良 白 (i0% E2グリッド出上。
1,1 磁器 高台椀 I. 0 A 良 白 20% 

第 4表 潤行区出t遺物観察表
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結 語

森下条里の復元

前章まで述べてきた通り、今回の関査では、住居跡

1軒、掘立柱建物跡4棟、柵列跡1基溝83条、道路

跡1条、井戸3基、水田跡等が検出された。窟構の時

期は、8世紀から近世に亘る。住居跡・掘立柱建物蹄・

柵列跡 ・ 滑の大部分 • 水田餅は古代、溝の一部 • 井戸

は中世、溝と土城の一部・道路跡は近世の所産と考え

られる。調査区内の土壌は、住居跡や掘立柱述物跡が

検出された東部では砂礫を多く含んでおり微高地で

あったと考えられ（第27図）、中央部から西部にかけて

は粘上質である。

巣落域は、本調査区の北東から県調査区最も直側に

位阻する第6区という似約75mの狭い範囲に収まる。

遣構は住居跡と側柱を中心とする掘立柱建物跡があり

県調査区では2>< 2間の総柱建物跡が2棟検出されて

いる。掘立柱述物踏の時期は疏定できないが、住届筋

の時期は、 8世紀中頃から 9世紀にかけてのものと考

えられな主軸の傾きは、県調査区内の側柱建物跡2

棟が正方位に近い向きをとるが、他は全て30°程西へ傾

く。或る時期に建物群が、一斉に方位を規制されて建

てられたとは考えにくく、紐物にOOしては、地形によ

る規制が継続して強く働いていたものと考えるぺきで

あろう。

次に消と水田跡については、 一体のものとして考え

られる。ほとんどの溝は細く浅いものであったが、旧

地表面からの掘り込みを考慮すれば、灌漑水路として

機能し得たであろう。これらを主軸の傾きや切り合い

から時期区分を行った（第27-28図）。娃物遺構につい

ても図に含めたが、掘立柱建物跡は時期が確定できな

いため、 11期から継続するものと仮定した．

1期は、主水路として第1号溝が存在し、そこから

斜行溝が南へ延びな斜行溝は束側の微高地に沿うも

のである• 第1丹溝の掘削時期は明確ではないが、周

辺を含めての出土遺物に 7世紀代のものが認められな

いことから、 8世紀初頭と考えたい。南に広がる水田

跡がこの時期から存任するかは不明である．

Tl期も T期と同様に、第 1号溝から斜行溝が南に延

びる。斜行溝の方向は T期よりもやや西に傾くものが

みられる．

lll期は、溝のほとんどが正方位を向く段階であ

る. L・n期と時間幅が異なり長期に亘るものであり、

その結果。多条の洞が並行して走る。主水路から南へ

延びる溝は正方位に近く、東西に走る溝もわずかに認

められる• 南に広がる水田筋も正方位をとると思われ

る..:l: 水路は第 9 号消と考えられる• 第9号溝は．途

中で以南へと方向を変える．その西側には溝、東側に

は集落と明印に分＂が分かれることから、集落域と耕

地との撓をなす機能も併せ持っていたものと思われる。

第2号溝も正方位に近いが、この溝の段附には第 1号

溝が存続していた可能性が茄い。第2号溝が前段階の

ものであるか、 1ll期の初めには第J号溝が存続してい

た2つの可能性が考えられる．

閾査区南部に広がる水田跡は、耕作面が2面確認さ

れ（註1)、上部耕作面のヒ面には一部で砂礫が分布し

ていた。テフラ分析を行ったところ、浅問B軽石を多

ぽに含むことが分かり、水田跨は天仁元年 (1108年）

に埋没したことが明らかになった．畦畔の痕跨は土層

断而からわずかに確認されたが、部分的なもので不明

瞭である。

年代観の手がかりは第1号溝である。掘削時期につ

いては前述したが、埋没時期については、覆土を噴砂

や地割れによって切られているため｀弘仁9年 (818

年）ないし元炭2年 (878年）の地震時には、既に埋没

していたものと考えられな地震の時期を仮に占いも

のとすれば、 8世紀末頃までには埋没していたものと

思われな第1号溝がII期までか、 IlI期の初めまで存

続していたかという問題もあるが、 1期を 8世紀前
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第29図 条里地割推定復元図(S= l /5, 000) 

葉、 n期を8世紀中莱、 JD期を8世紀後半以降と推定

したい。

溝が正方位を向く段階は、この地に条里が施工され

る時期と考えられる。これ以前に、地形に制約される

とみられる斜行溝が走る段階があるが、同様の例は岡

部条里遺跡• 砂田前追蹄等で認められる（註 2)。砂田

前遺跨では、時期が7世紀前半と古いものだが、本曲

査区第67号溝の様な屈折する溝が検出されており注目

される• 鳥羽政之氏は岡部条里遺跡について、溝が斜

行する段階を経て．遅くとも8世紀巾～後半には正方

位の条里地割が成立したことを想定している（鳥羽

2004)。森下逍跨の地に条里が施工される時期は8世紀

後半頃と想定しているが．＇れ菓まで遡る可能性も考慮

すべきであろう。

今回の調査成果、及び県調究成果から想定される条

里地割を復元したものが第29図である。条里地割は残っ

ておらず、また検討材料も少ないため、やや日険的な

試案であるが、主水路から南へ折れ曲がり、集落域と

耕地とを区画する機能も持つとみられる第9号溝と、

ー ，1J

水出跡の北側の縁を基準とし、 1町）i角に区画を試み

た。水出蹄の線を束に延ばすと、県囮充区第3区で検

出された畦畔へと繋がる。南北ラインは、第9号溝か

ら東に 2 町で、畦畔が平行している• 今回の濶企区の

西側は、確認覇究を行ったところ、地形はやや低く，

布機物の上を洪水によると思われる序さ10cm程の粘質

七と厄さ 5cm程の砂によって覆われている状況が確認

されたが、水田跡の可能性は認められなかった北側

はやや地形が高く．絲畑という字名が示す通り畑作に

向いていたものと思定され、束には河川が流れていた

と思われなこの地の条里は、規模が余り大きくない

ものであったであろう．なお、水路は近代の河川の状

況を参考にすると、福川或いはその支流から延びてい

たものと想定される。

現任の大字の視は、第 1号溝等主水路が走る線に当

たり、北側が大字高畑、南側が大字上敷免である（第

27図）。ほぼ同じ付近を走る第36号消は中世段階の主水

路と思われ．連綿と水路が造られた均所と考えられる。

北側の大字高畑は，その名の通り地形が高く、主水路



はその縁を沿うように造られたと思われ、第1号溝の

延長部分と思われる溝が、西側の戸森松原遺跡の東端

で検出されている。その南に広がっていたと思われる

条里地割は、近代には部分的に正方位の地割を残すの

みとなり、条里の復元は難しいものとなる。近現代に

本調査区内に流れていたという水路は斜行していた様

であり、地割は再び地形に規制されていったものと思

〈註〉

われる。

最後に改めて、この発掘調査に深いご理解とご協力

を頂いた深谷市• 岡部町共同')l:務組合の）j々 を始め、

森下遣跡の発掘作業、整理作業に携わり、文化財を記

録保存して後世に残すことにご尽力頂いた皆様に敬意

を表したい．

(1)耕作面及び耕作土については、上壌観察による所見であり、プラントオパール分析等は行うことはできな

かったことをお断りしてお<.

(2)烏羽政之氏のご教示による．
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付編 森下遺跡におけるテフラ分析

はじめに

深谷市に所在する森下遺跡は、及沼低地の北西部に

位骰し、自然堤防上の微高地に立地する• 今回の調査

区は、埼玉限埋蔵文化財潤査市業団による調査区匹端

部の6区に近く、溝や道路跡とされる姐構および埋没

した水田府などが検出されている。これらの遺構の覆

土には、テフラと考えられる砂層や砂粒が多く認めら

れている。本報告では、上述の各遺構から検出された

テフラと考えられる砂屈や砂粒の分析から、その砕屑

物の特徴を明らかにし、既存の指椋テフラとの対比試

み遺構の年代浚料を得ることとする。

1. 試料

試料は、調在区内で検出されたSDJ. S017. SD 

19、SD30、SD70の5条の溝の覆土上面からそれぞ

れ1点、発掘瀾究所見では道路跡とされているSRl

の上而から採取された 1点、水田作上と推定されてい

る8層を覆う 7囮とされた厚さ 5cm程度の砂層から採

取された l 点の合計7 点である• 各試料の試料名．色

試料名 色潤 試料の質
スコ1)7 虹hガうス

霰 眉

sot 陪褐 砂質シルト

Sll17上面 灰貨褐 粗砂

SDl9上而 陪褐 砂質シルト ．．．． 

SD36 (西）穫土 褐灰 砂買シルト

SD70上面 灰黄褐 細礫混じり粗砂 ,—· 

SRI上面 灰貨褐 砂双シルト

水田作士上面 灰黄褐 細礫浪じり粗砂 " 

バリノ ・サーヴェイ株式会社

覇などは、分析結果を呈示した表1に併記する．

2. 分析方法

試料約20gを蒸発皿に取り．水を加え泥水にした状

態で超秤波洗浄装四により粒子を分散し、上泣みを流

し去なこの操作を繰り返すことにより得られた砂分

を乾燥させた後実体顕微鍍下にて観察する・観察は｀

テフラの本買物双であるスコリア ・火山ガラス ・軽石

を対象とし、その特徴や含有伍の多少を定性的に調ペ

る．

3. 結果

分折結果を表 1 に示す• 以下に各試料について述ペ

る。

SD 1 : 処嬰後に得られた砂分には、スコリア ・火

山ガラス・軽石のいずれも認めることはできなかった。

砂分を構成するーとな砕屑物は、石英や斜長石などの鉱

物粒であり、これにチャートなどの岩片や赤褐色を呈

する酸化鉄粒などが混在する．

軽 石
備 考

屋 色員・q祖霞 最大粒径

—· 酸化鉄粒少a

+++ GBr•sb 2. 0 酸化鉄粒巾-r,t

＋＋ GBr・sb 2. 0 酸化鉄粒多量

＋＋ GBr・sb 2. 0 酸化鉄粒多黛

++++ GW・sg to 遊離結晶 (11I.OJlX)名餞

+++ GBr・sb 2. 0 酸化鉄粒中量

++++ GBr・sb 4.0 遊安離山結岩片品中(p費l. opx)、

凡例 ー：含まれない．（＋） ：きわめて微窪．＋：微ほ＋＋：少鼠十十十：中凪．＋＋＋＋：多覺．

R: 黒色.G : 灰色. Br : 褐色.GB: 灰黒色.GBr: 灰褐色.R : 赤色.II': 白色．（渭：灰白色．
g: 良好. sg: やや良好.Sb: やや不良. b : .,f良．最大粒径はmm.
cl : 無色透明. br : 褐色.bw: バブル型叫：中間型. om: 軽石型．

第1表 テフラ分析結果
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S D17上面 ：中凩の経石が認められた。怪石は、最

大径約2.Om皿淡褐灰色を呈し．発泡はやや不良であ

る。斜方輝石の斑品を包有するものも認められる。ま

た、灰黒色を呈する比較的新鮮な角礫状の安山岩片も

少飛ではあるが、特徴的に含まれる• 他に中位程度の

酸化鉄粒や少黛のチャート岩片なども含まれる．

S D19上面 ：少凪の軽右が認められた。軽石の特徴

は上述のSDl7上面試料に認められたものと同様で

ある• ただし、軽石の中には及面が赤褐色に凪化した

ものも認められなまた、 SDl7上面試料と同様の特

徴を布する安山岩片も認められななお、本試料には

酸化鉄粒が多紐に含まれている。

S D36 (西）覆土 ：砂分の特徴は、少依の軽石が含

まれることをはじめとしてほぽ上述のSD19上面試料

と同様である。

S D70上面 ：多情の軽石が認められた・軽石は、飛

大径約1L0mm、灰白色を呈し、発泡はやや良好である．

斜方輝石の斑品を包有するものも認められる。また`

斜方輝石と斜長右の新鮮な遊降結品も多只に含まれ、

その中の多くは表面に火山ガラスが付沿している。な

お、上述の試料のうち、 SDIを除く 3点に認められ

た新鮮な安山岩片は、本試料には認められない．

S R 1上面： 砂分の特徴は、中位の軽石が含まれる

ことなどほぼ上述のSDl7」；面試料と同様である。

水田作土上面 ：多Rの経石が認められた。軽石は、

最大径約4.0mmであるが、色調や発泡度および斜方輝石

の斑品を包有することなど、その特徴は上述の試料の

うち、 SDl7. SD1!J. SD36、SRlに認められた

ものと同様であなまた、それらの試料に認められた

新鮮な安山岩片も本試料には中旦程度含まれる。なお、

火山ガラスの付沿した斜方輝石と斜長石の新鮮な遊離

結品も認められるが安山岩片と同凪程度である。

4, 考察

上述した砂分の状況から、 SD70J: 而および水田作

上上面の 2点が採取された砂屈は會軽石質テフラの降

下堆積府であると考えられる。軽石の特徴およびそれ

に伴う遊離結晶や岩片などの状況から、 S070上面の

テフラ層は浅間A軽石 (As-A: 新井. 1979)、水U3

作上上面のテフラ屈は浅問Bテフラ (As-B : 新井．

1079)にそれぞれ対比されないずれのテフラも浅問

火山を給源とし、As-Aは江戸時代の天明3年(1783

年）、 As-Bは平安時代末の天仁元年 (1108年）に喧

出したとされていなしたがって、 SD70はAs-A

の降下以前に構築された溝であることはほぽ碗実であ

り、 8層は、 As-B降下時の水田作上であったとい

ぇかなお、本遣跡のこれまでの調査結果によると、

窪地とされる範囲にAs-B胴が広範にわたって認め

られており、畦畔に類似した帯状の高まりも検出され

ている（埼玉県埋蔵文化財闘査事業団 11195) •

S017、S019、S036の各溝覆土から検出された

軽石は、上述の水田作上上面のものと同様であること

から、 As-Bの軽石に同定されなただし、各試料

には、 As-Bとは由来の異なる砕屑物（石英粒や

チャート岩片および酸化鉄粒など）も比較的多く認め

られる。したがって各試料の採取された砂層または土

Mは、溝内に降下堆積したAs-Bidが撹乱を受けた

ものであるか、あるいは溝周囲に堆積したAs-BR:J 

が風化や降雨などにより溝内に流れ込んだものである

と考えられる• 前石の場合は降下堆積陪である場合

と同様に溝の構策年代はAs-Bの降下以前であると

いえる。しかし、後者の場合はその土肘が溝内に埋

積した年代がAs-B降下以降であることはいえるが、

溝の構築年代としては、 As-B降下以前と降下以降

の両占が考えられる。したがって上記3条の溝の構

築年代については．瀾査区内における各溝の附位とA

s-Bの降下堆積府である7府またはその訊 Fの屈で

ある8府との府位関係などからも検討する必要がある。

また、道路跡とされたSRlも、上面よりAs-B

の軽石が比較的多く検出されたが、 S017、SD19、

- 1.1 -



S D36の各溝覆上と同様にその軽石および砕府物の検

出状況から、道路の構築年代として、 As-B降下以

前と降下以降の両者が考えられる。

なお、 SD1については、覆七からテフラを特定で

く引用文献〉

きるような砕屈物が得られなかったことから、今回の

分析結果からは、その構築年代について紐論すること

はできない．

新井房夫， 1979.関東地方北西部の縄文時代以降の指揉テフラ府．考占学ジャーナル， 157.41-52. 

財団法人 埼予県埋蔵文化財調究事業団， I095. il遺跡群の立地と環祝 • 皿森下遣蹄の調究．埼屯県埋絨文化財

調査事業団報告書第1118集 深谷市森下 ・戸森松原 ・起会 一般国道17号深谷バイバス関係埋絨文化財発掘関

査報告-IV-, 7 -21. 
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図版2
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図版3
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図版7
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図版8
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付編図版

1. 砂分の状況 sot

3. As-Aの軽石 SD70上面

Pm: 軽石

2. 酸化鉄粒とAs-8の軽石 SD19上面

4. As-8の軽石水田作土上面

15mm 2mm .......... _ 
1 2,3,4 



報告書抄録

ふりがな もりしたいせき

柑 名 森下政跡

副 褐 名

巻 次

シリーズ名 埼玉県深谷市埋蔵文化財発掘調査報告古

シリーズ番号 第73集

編芳者名 知久裕昭

編集機劇 深谷市教育委員会

所 在 地 〒366-0823 埼玉県深谷市本住町17-3 TEL 048-572-9581 

発行年月日 2005年 1月3]日

ふりがな ふ り がな コー ド 北 緯 東 経 調究 調査 調査

所収遺跡 所 在 地 市町村 姐跡 (0 , ") (0' ") 期間 面積 原因

ふう中し邸あざじょうしさめん 20021 I 05 
もりしたいせき 深谷市大字上敷免 8.000 梢防本郁

11218 251 36 12 31 139 17 16 I 
森 F追跡 あざほんだ856・1ほか 20030312 Ill 

庁含紐設
字本田856-1(也

所収遺跡 種 別 上な時代 上な迫 構 主な遺物 特記事項

森下遺跡 集落跡 奈良時代 竪穴住居粉 l軒 縄文土器 集落跡と粂且施丁』前後の溝

条里跡 平安時代 掘立柱建物跡 4棟 弥生土器 • 水田跡を検出

中 世 柵列跨 l甚 6 器

近 世 溝 83条 士師器

道路跡 1条 須恵器

J~ 戸 3甚 陶磁器

上 城 2基

水田粉



埼玉県深谷市埋成文化財発掘調査報告柑 第73集

森下辿跡

子ヽ1発

印刷 平成17年1月27日

発行 平成17年1月31日

深谷市教育委員会


	1表紙.pdf
	2中表紙.pdf
	3巻頭図版.pdf
	4序.pdf
	5例言.pdf
	6発掘調査の組織.pdf
	7目次　挿図目次.pdf
	8表目次　図版目次.pdf
	P01.pdf
	P02.pdf
	P03.pdf
	P04.pdf
	P05.pdf
	P06.pdf
	P07.pdf
	P08.pdf
	P09.pdf
	P10.pdf
	P11.pdf
	P12.pdf
	P13.pdf
	P14.pdf
	P15.pdf
	P16.pdf
	P17.pdf
	P18.pdf
	P19.pdf
	P20.pdf
	P21.pdf
	P22.pdf
	P23.pdf
	P24.pdf
	P25.pdf
	P26.pdf
	P27.pdf
	P28.pdf
	P29.pdf
	P30.pdf
	P31.pdf
	P32.pdf
	P33.pdf
	P34.pdf
	P35.pdf
	P36.pdf
	P37.pdf
	P38.pdf
	P39.pdf
	P40.pdf
	P41.pdf
	P42.pdf
	P43.pdf
	P44.pdf
	P45.pdf
	9写真図版.pdf
	10図版1.pdf
	11図版2.pdf
	12図版3.pdf
	13図版4.pdf
	14図版5.pdf
	15図版6.pdf
	16図版7.pdf
	17図版8.pdf
	18付編図版.pdf
	19報告書抄録.pdf
	20印刷　発行.pdf



